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[ 2007/09/01 (土) 11:45 ] ˂ くもり 格付け停止 
もう秋ですね。春はかえるの声が、夏は蝉の声がそして秋になると虫の声が聞こえてくる。つくづく季節

の移り変わりは速いものだと感じずにはいられない。 

広島の前田選手が本日の試合で 2000本安打を打つかもしれないらしく、広島ファンの次男は友達と一緒に

朝早く広島に向かった。2000本安打の瞬間を見たいらしい。 

独身の身は、気楽でいい。 

朝早くＦ農園さんにお邪魔した。社長様がおみえになられて、「格付け停止」の処分が本日付で決まったこ

とを知らされた。理由はきのうのＭ社さんからお聞きしていたので説明を求めなかったが、この社会的制

裁は大きい。乾燥機の前で稲刈りの準備をしていた奥さんにあった。いつもニコニコと元気のいい奥さん

も笑顔はなかった。社長さんも横綱の朝青龍のように顔に生気がなかった。 

19 年産からは一般米として販売は可能のようだ。認定機関からの連絡に寄れば 18 年産以前のものは認定

が付くとご本人より説明を受けた。今後も自然栽培の稲つくりを続けていくと社長さんはおっしゃってい

た。 

Ｆさんとは 12年以上の付き合いのある方で、いろいろとお世話になり力になっていただいた。攻める気な

どは毛頭ないが、この認定機関の容赦なく厳しい判断結果には従わざるを得ない。 

メランコリーなつらい一日となった。 

 

[ 2007/09/02 (日) 10:04 ] ˂ くもり カタログ作成 
大阪のＲ社の社長様と企画プランナーのＴさん、カメラマンのＨさんがおみえになり、10月の展示会に向

けて会社案内のパンフレットの打合せをおこなった。 

今までのパンフはもう在庫がなくなった。新しく作らなければともっていたときにＲ社の社長様とお会い

した。いろいろとお話を伺いパンフレットもお会社でおつくりになられているとのお話を伺ったものでお

願いした。 

現在の資料をお送りしてベースになるものを頂いた。今日は一歩前進して具体的な内容をどのようにする

かヒアリングと写真撮影をおこなった。 

私が思うには、ほとんど変わらないものとよく変わるものと二つに分けられると思う。変わらないのは会

社の歴史、企業理念などがそうだろうし、変わるのは商品のアイテム、並びに価格などは変更が起きる。

それぞれを別々に造るのがベストのように思っている。 

今回は二本立てでおこなうことにした。 

 

[ 2007/09/03 (月) 04:28 ] ˂ 晴れのちくもり 
先月のビッグッサイトの会場でＮＨＫラジオとテレビ東京のインタビューをうけた。ＮＨＫはその夜 9 時

代に放送されたようだ。お客様からラジオにでていたと教えられた。ラジオをつけていたら私の声が聞こ

えてすぐに分かったらしい。 

今日の夜の 11時、テレビ東京のワールドビジネスサテライトという番組に有機食品のテーマで放送される

らしい。あのインタビューどうなったかと思って新聞のテレビ欄を探して見ると、福井では写らないよう

だ。まっ、いいか、、、。 
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[ 2007/09/04 (火) 08:17 ] ˂ くもり 
池田町の Tさんと東京の R社の方がおみえになられた。 

F農園さん詳細なお話をお聞きすることが出来た。 

 

[ 2007/09/05 (水) 18:29 ] ˂ くもり 
まだ暑い日が続きますね。 

 

気分も落ち込んでます、、、。 

アカン、力がドンドン抜けていく感じだ。しばらく時間がかかるだろう。 

 

[ 2007/09/06 (木) 08:19 ] ˂ くもり 
F農園さんの米で仕込んだみそは結局３２トンになることが分かった。  

  

[ 2007/09/07 (金) 15:25 ] ˂ くもり 商品の販売を取りやめます 
弊社のある仕入れ先の有機米(17年 18年産)が、現在ＪＡＳ法違反の疑いが出ております。そのお米を使っ

たみその販売をしばらくの間とりやめさせていただきます。 

認定機関の正式な調査発表がでるまでしばらくお待ち下さい。 

ご迷惑をおかけいたしますが、よろしくお願い申し上げます。 

 

[ 2007/09/08 (土) 16:46 ] ˂ くもり 
ふさぎこんでいても仕方がない。家族三人で食事に行った。 

帰り、どうして世の中には心のやさしい人から心の醜い人まで、正直な人からうそつきの人までいるんだ

ろうね。とカミさんに聞いたら、人間の本質に迫る問題で分からないといった。 

 

[ 2007/09/09 (日) 08:07 ] ˂ はれ 
晴れたので稲刈り日よりになり、あちらこちらで稲刈りが始ったようだ。 

 

[ 2007/09/10 (月) 08:12 ] ˂ あめ 
ポン太(うちの犬)も歩けば、棒にあたる。 

商売人が歩けば、不渡りや大損に、当たるんだろうね。 

 

[ 2007/09/11 (火) 07:52 ] ˂ はれ 
ホームページに謝罪文を掲載した。同時に注文もストップにした。 

長～い、長～いトンネルに入ったようで、なかなか出口が見つからない。自分の口からは「疲れた」とい

う言葉が最近何度も出てくる。 

時々息をするのが面倒くさくなる。 

息をしなかったら、楽になるんだろうなと思う。 
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[ 2007/09/17 (月) 11:31:22.71 ]  

投稿者： 河崎 宏   

Re[2]: はれ  

山本さま、ご返事遅れました。 

人を騙すのは悪い、しかし騙されるほうはもっと悪い。 

今回の件、私が真剣でなかった、ぬかっていたように思います。甘かった、私がぼんぼんやったのです。 

相手の方とは示談とさせて頂くことにしました。 

貯金十両、商売百両、見切り千両と聞いたことがあります。今回の損は風呂敷に包んで日野川に捨てることにし

ました。痛いです。 

私の何かが間違っていたんだと思います。何かが足らなかったのだと思っています。このことを学ばなければな

らないために、天が私に与えてくれたものと考えております。そう思ってますので全然平気です。 

未来につなげたいと思います。 

いつも応援ありがとうございます。失礼します。  

   

[ 2007/09/13 (木) 20:57:53.035 ]  

投稿者： 山本明子    [Mail] 

Re: はれ  

新聞では目に留まりましたが、マルカワ味噌が被害をうけているとはおもいませんでした。 

福井支店長は、まずいと思ったそうです 

これから、味噌汁の出番。精一杯消費します 

元気があれば何でもできるぢゃ  

 
[ 2007/09/13 (木) 22:53 ] ˂ くもり 

12日、韓国のパクさんが弊社に取材におみえになられた。 

キパワーでみそを仕込んだことを取材にこられたようだ。 

小松空港まで送り迎えをした。東京の K 社からは日本語

は話せるからとお聞きしていたが、ペラペラでなく、ペ

ラ、、、といった感じだった。 

彼の日本語と私の片言のハングルと残りは英語の単語を

並べたような会話で取材は終わった。これで番組になる

のか心配だったが、彼はルンルンで満足げに帰られた。 

次回ソウルにきたら、是非一緒にビールを飲もうと彼に誘われた。 

 
[ 2007/09/14 (金) 07:06 ] ˂ はれ 
いろいろと考えても始らない。なるようにしかならないのでないかと思える。 

そんな心境になってきた。 

会社の内部外部から今回の損害は全額負担してもらうべきだとの強硬論も耳にする。実際これをおこなう
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には法的手段しかないようだ。これは半年や一年の時間が楽にかかる。 

しかしこんな狭いところで、裁判などはおこなうことは避けたい。自分がどうしても引き下がれないもの

は何か考えた。その金額を提示し、示談として早期に問題解決するのが得策と判断。 

最初見積もった金額の、七分の一の金額を月末までに振り込んでいただいたら、今後一切の損害請求を放

棄する示談書を作成し相手に送った。 

 

[ 2007/09/15 (土) 22:34 ] ˂ Re:日記 
今日は 53歳の誕生日だった。特に家族からはこれといっ

た祝福はなかった。いつもないので気にならないが、、、。 

60歳になったら、マルカワみその社長はやめるつもりだ。

会長になって五年間在籍し、65 歳で会社を退職するつも

りでいる。 

退職後は耕運機を買って、畑に大根や蕪や大豆を作った

りしてノンビリと過ごしたい。跡継ぎを作らなくてはい

けないと最近強く思う。 

なんだか夢がしぼんだ人生だな、、、。 

示談書を送ったが、返事はなかった。 

 

[ 2007/09/16 (日) 18:00 ] ˂ Re:日記 
お隣の石川県加賀市の Hさんから電話があった。純朴な

方だ。 

台風で雨が続いてなかなか稲刈りが出来なかったが、や

っと乾燥出来たとの連絡。高速に乗って米を取りに行っ

た。敬老の日の、「みそと米」のギフトを企画しようと思

っていたが、今回は突然のアクシデントも起こりそのた

め間に合わず画餅に終わったが、、。 

 

帰り鯖江のＦ氏の自宅を訪ねた。示談の件のご返事を聞いた。 

桁が一つ足りないのでないかと思ったと話され、喜んで示談に応じていただける事を聞いた。私もこれで

けりがつけられ踏ん切りがついた。 

ロスカットにきめた。 

Ｆ氏はアグリビジネスの世界から遠のかざるを得ないようだが、お二人のジュニアのかたが、今後も有機

米を作っていかれ再出発する話を聞いた。 

私も内政干渉するつもりはないが、今までの経営資源を無駄にすることなく、未来に繋げるような方法が

一番いいように思った。 

しばらくよなよの畑に行かなかったが、草が大きく成長していた。来月には収穫だが、一度草取りが必要

だ。 
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[ 2007/09/17 (月) 11:44 ] ˂ くもり 
お休みもかかわらず大阪のＲ社の社長様がおみえになら

れた。真っ赤なボルボだった。 

来月のオーガニックＥＸＰＯ時に使うパンフの最終原稿

をお持ちになられた。今まではしょぼいパンフしかなか

ったので、八月にお願いしてあったものだった。 

立派なパンフになっていた。最初より大きく変更点が出

てきたので価格はあがっていた。当初私の予算より随分

とオーバーしてしまったようだ。 

ここまでまとめるにはご担当のＴさんのご苦労がしのばれ、かなりのパワーを消耗したのでないかとおも

えた。 

写真は福井のプロのカメラマンが撮影したので、さすがいい写真になっていた。ライティングとアングル

の捕らえ方のよさには感心する。残りの撮影された写真も欲しいところだ。 

今回の有機米の件も相談に乗っていただいた。まぁ何とか在庫のみそを販売しないといけないので、もし

心当たりがあればご紹介をお願いした。 

来月の東京ビッグサイト、主力の有機みそが軒並みやられたので、一時キャンセルも考えたがやはりこう

いった時期なので出展することにした。 

よく考えてみると麦みそやヴィバルディが展示出来る。新しくキパワーみそも熟成して発売できる。ホッ

トな情報、熱いメッセージとして来月のビッグサイトのメイン商品はキパワーみそだ。 

え～カッコしなくていいし、自分の身の丈にあった経営でいいのでないかと、ふと思った。 

 

[ 2007/09/18 (火) 05:35 ] ˂ 曇りのち晴れ 
していいことと、して悪いことは小学校のときにみんな習ってきた。しかし大人になるとなぜか忘れてし

まう。 

私が中学校のとき自転車通学だった。途中Ｙ字型の変則な交差点があった。そこに近所のおじさんが毎朝

自主的に出てきて交通整理のボランティアをおこなってくれた。 

いつしか私たちも朝の挨拶をするようになった。地域からその行為に対して暖かい拍手が送られ警察から

も感謝状などを頂くようになった。 

随分たってある日の新聞にひき逃げの記事が出ていた。犯人はなんとそのおじさんだった。事故を起こし

て怖くなって逃げてしまったと新聞には書かれていたように記憶している。 

人の先頭に立って交通安全を呼びかけていた人の、非道徳的行為に世間は彼を異口同音に非難した。いつ

しか彼は武生からいなくなってどこかへいってしまった。 

人間は誰しもウソをつく。認めると辛いので自分を守りたい、自己防衛したいために嘘をつくのでないか。 

嘘をつくことはよくないが、むしろ始めっから人間は嘘をつくもんだ、嘘をつくのが人間だと考えていれ

ば、ウソをつかれても別に腹は立たない。 

昔、人に騙されたことがあった。金額としてはそう大きくなかったが、その話の持ち方が言葉巧みで今考

えてみてもなかなかうまかった。 

しばらくしてやっと騙されたと分かったが、私は、へぇ～、人を騙すというのはこうやってやるのかと、
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逆に彼に感心してしまった。なぜか腹が全く立たなかったのである。カミさんにはそのとき「あんた、ア

ホや、、」といわれたように思う。 

今回の有機米偽装事件も、始めちょっとしたウソを付いたのが始まりで、そのウソを通すためにまたウソ

の上塗りになり、もう麻薬のようにやめることが出来なくなってこのような結果になったのかもしれない。 

逆の立場になったとき、自分も交通事故を起こしたときや仕事上の小さな失敗を起こしたとき、見苦しい

ウソをつきだすかもしれない。 

そう考えると、「人間は嘘をつく動物」と最初から思っていれば、うそをつかれてもそうヒステリックに腹

を立てることもないし、人を責めることもないんでないか。あ～ぁ、彼も人間だったんだなと思えれば別

にそれでいいのでないかとおもう。ウソはよくないけどね。 

 

[ 2007/09/19 (水) 04:52 ] ˂ はれ 浜松出張 土から口まで 
以前から申し込んでいた農林漁業公庫のセミナーに参加

した。 

株式会社の農業参入の成功事例として、浜松市にある惣

菜や弁当を作っている「知久屋（ちくや）」社を見学した。 

知久屋さんの特徴は、素材の野菜は直営農場をはじめ契

約なされた農場から調達し、自社工場で加工、自社売店

で販売と、いわば土から口までを一貫しておこなってお

られた。 

農産物は全量をオーガニックにもっていくそうだ。現在５町の農地で取り組みを始められている。 

素材に使われる調味料は添加物のないものを使用し、自社で出来るものは自社でつくっておられる。マヨ

ネーズ・ソースなどは自社生産になった。 

作り方は、手作りで賞味期限は一日主義。 

工場見学のときにジャガイモを切っておられる場面があったが、お聞きしたら肉じゃがにするらしかった。

コロッケ、カレー、とんかつ、餃子も自社製だった。自社便で配達るので、口銭を他社に取られない。 

山形のセゾンファクトリーの浜松版のような感じがした。 

われわれは物を作るときにはコストを優先しがちで、そのために手を加えない、手を省くという発想を常

識とするが、ここは全く逆のようだった。このような高コストやり方では通常うまくいくと考えにくいが、

現実として企業化されていた。社長の食に対する考えが物質化していたようだ。 

御社の競合相手は誰ですかと聞いたら、「いない」といわれた。 

写真は五町歩の畑の概観。花博で表土を提供したのでこれから土つくりを始める。牛糞堆肥を十トン車で

搬入していた。ＥＭ農法を取り入れられていた。左の鉄塔から右の鉄塔までが農地だった。流通に乗せな

い直営方式なので有機認証は必要ないとお聞きした。 

じぶんの作ったものにはっきりと責任が持てるやり方、末端の消費者をしっかりつかんでおられるので、

これは強いと思った。 

 

[ 2007/09/20 (木) 07:20 ] ˂ はれ 
得意先から依頼されている有機麦みその原料が入ってきた。今回は全量ではないが出来るだけフレコンで




